
大阪スマートシティ戦略 ver.2.0（案） 【概要】

 大阪府及び大阪市では、「豊かで利便性の高い都市生活」を未来像とする副首都の実現と、「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマとする大阪・関西万博を成功に
導くことなどを背景に、「住民のQoL向上」を最大目標に掲げた、『スマートシティ戦略ver.1.0』を2020年3月に策定。

 今回、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う新しい生活様式や国のデジタル政策の強化等、同戦略策定後におけるスマートシティを取り巻く環境の変化を踏ま
え、これまで進めてきた取組みを土台に、 大阪・関西万博に向け、イノベーションを加速させていくため、「大阪スマートシティ戦略ver.2.0」を策定。

『大阪スマートシティ戦略 ver.2.0』

『大阪スマートシティ戦略 ver.1.0』（2020年3月）

基本理念

役 割

新たに追加する理念

 新型コロナ感染症に伴う生活様式の変化
→コロナ禍を踏まえた デジタル化による「都市免疫力の強化」

 国による強力なデジタル改革の推進
→デジタル原則を踏まえた「国のデジタル政策を先導する取組み」

 社会課題・地域課題の解決がビジネスマーケットとして急速に拡大
→「公民共同エコシステムの構築」

 新型コロナウィルスの課題とデジタル改革の動向

 大阪のスマートシティ第２ステージに向けた優位性と機会

スマートシティ
を取り巻く
環境の変化

 世界のデジタル化に向けた潮流

・デジタル技術の進展と実装 ・デジタル化による SDGs 達成への貢献

取組体系

■大阪府はパートナーズ
フォーラムやデータ連携基
盤などのインフラ構築と、
市町村DX支援などにより、
府域のDXを推進。

■大阪市は大阪府と連携
した先導役として、府内
市町村の行政DX推進を
リード。

戦略ver.1.0の理念

 住民が実感できるかたちで、「住民の生活の質（QoL）の向上」
をめざすことが主目的

 「技術実験」に留まらず、「社会実装」のための取組を蓄積

 公民連携による「民間との協業」が大前提*

スマートシティの推進基盤

□ 大阪スマートシティパートナーズフォーラム

□ 大阪広域データ連携基盤 【ORDEN】

スマートシティ展開エリア

■情報システムの整備

■ まちのスマート化

■ データ活用の推進

■ ICT を利用した行政サービスの強靭化

◆ うめきた

□ スマートヘルスシティ計画

◆ 夢洲

スーパーシティ

スーパーシティ

◆ 森之宮（大阪城東部地区）

◆ 新大阪

□ 泉北ニュータウン

□ 豊能町コンパクトスマートシティ
（OSPF）

都市DX

体制連携

データ連携

■大阪市 ◆府・市□大阪府

□ 府庁DXの推進

□ 市町村DXの支援

行政の
DX／スマートシティ化

行政DX
地域DX

大
阪
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大
阪
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市
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□ 河内長野市南花台

□ 北大阪健康医療都市「健都」

■ 行政のデジタル化

各地域における
DX／スマートシティ化

□ スマートモビリティの推進

大阪府全域の
DX／スマートシティ化

【大阪市】
デジタル技術の
先行導入

【大阪府】
スマートシティの
基盤づくり

スマートシティの先端的サービスを
府域展開

大阪・関西万博のレガシーを
府域展開

* 戦略ver.2.0では「公民共同エコシステムの構築」にリニューアル
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